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河得診畿沢卸

　

昨
年
二
月
か
ら
、
国
道
一
五
八
号
沿
い
の
南
部
第
二
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
内
に
建
設
し
て
い
た
「
総
合
体
育
施
設
・
エ

キ
サ
イ
ト
広
場
」
が
、
二
月
末
に
完
成
し
、
四
月
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
体
育
館
、
武
道
館
、
弓
道
場
な
ど

を
備
え
、
当
市
の
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
と
な
る
も
の
で

す
。
使
用
料
金
・
時
間
、
休
館
日
な
ど
は
、
三
月
議
会
で
決
め

ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
施
設
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

6
月
中
旬
に

バ
レ
ー
の
招
待
試
合

　

こ
の
施
設
は
、
自
治
省
の
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」

の
指
定
を
受
け
、
十
八
億
四
千
万

円
余
り
の
事
業
費
を
か
け
て
整
備

し
て
い
た
も
の
で
、
三
月
中
に
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
。
審
判
台
な
ど
各
種
競

技
に
必
要
な
備
品
を
そ
ろ
え
、
四

月
か
ら
開
館
し
ま
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
落
成
式
は
四
月
十
七
日
④

に
、
こ
け
ら
落
と
し
は
、
六
月
中

旬
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー

グ
所
属
の
男
子
チ
ー
ム
に
よ
る
招

待
試
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
や
、
敷
地
内
の
修
景
工

事
は
、
四
月
以
降
に
整
備
す
る
計

画
で
す
。体

育
館

　

体
育
館
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
平
屋
建
て
（
一
部
二
階
建

て
）
で
、
運
動
場
は
縦
四
八
‐
、

横
三
八
‐
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
な
ら
二
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ら
三
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ら

十
面
と
れ
る
広
さ
で
す
。

　

運
動
場
を
囲
む
形
で
、
二
階
部

分
に
観
覧
席
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
九
百
四
十
八
人
収
容
で
き
ま

す
。
一
階
部
分
に
は
、
身
体
障
害

者
用
観
覧
席
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
一
階
に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
、
シ
ャ
ワ
ー
付
き
更
衣
室
、

放
送
室
な
ど
が
、
二
階
に
は
一
周

二
〇
〇
び
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

武
道
館

　

武
道
館
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
一
階
に
は
柔

道
場
と
相
撲
場
、
二
階
に
は
剣
道

場
と
小
運
動
場
兼
エ
ア
ー
ラ
イ
フ

ル
射
撃
練
習
場
が
あ
り
ま
す
。

　

柔
道
場
は
、
二
百
畳
余
り
の
畳

敷
き
で
二
試
合
が
同
時
に
で
き
ま

す
。
講
師
控
室
や
更
衣
室
、
シ
ャ

ワ
ー
な
ど
も
付
い
て
い
ま
す
。

　

相
撲
場
は
、
土
俵
が
一
基
、
更

衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
も
あ

り
ま
す
。

　

剣
道
場
は
、
約
五
六
〇
平
方
打

で
、
同
時
に
二
試
合
で
き
ま
す
。
武

具
庫
や
講
師
控
室
も
付
い
て
い
ま

す
。

　

小
運
動
場
（
兼
ラ
イ
フ
ル
射
撃

練
習
場
）
は
、
三
一
〇
平
方
‐
で
す
。

弓
道
場

　

弓
道
場
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
か
わ
ら
ぶ
き
平
屋
建
て
の

建
物
と
矢
道
、
矢
止
め
な
ど
か
ら

な
っ
て
お
り
、
全
体
の
広
さ
は
、

約
二
、
六
〇
〇
平
方
‐
で
す
。
近
的

拶
知
ら
せ

●
使
用
料
金
●
時
間
・
休
館
日

　

使
用
料
金
な
ど
に
つ
い
て
、
今

市
教
育
委
員
会
で
検
討
を
急
い
で

い
ま
す
。
使
用
料
金
は
、
他
の
類

似
施
設
と
の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、

運
営
経
費
の
一
部
を
利
用
者
に
負

担
し
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
で
決

め
ら
れ
ま
す
。
使
用
時
間
は
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十

分
ご
ろ
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
平

日
の
一
日
を
充
て
る
予
定
で
す
。

料
金
は
、
三
月
定
例
市
議
会
に
提

案
さ
れ
、
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
。

●
使
用
申
し
込
み
と

　
　
　

問
い
合
わ
せ

　

使
用
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ

は
、
三
月
中
は
市
教
育
委
員
会
体

育
課
（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1
1

1
内
線
5
3
1
）
へ
、
四
月
か
ら

は
直
接
体
育
館
事
務
室
（
豊
6
6
・

1
4
3
3
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
落
成
式

　

四
月
十
七
日
困
に
、
体
育
館
で

行
う
予
定
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
代
表
者
、
工

事
関
係
者
、
各
種
機
関
・
団
体
の

代
表
者
な
ど
を
お
招
き
し
、
完
成

を
祝
う
と
と
も
に
、
施
設
を
見
て

い
た
だ
さ
ま
す
。



…特集・総合体育施設完成

総合体育施設
平面図

総
合
体
育
施
設
位
置
図

場
（
距
離
二
八
‐
）
と
遠
的
場
（
六

2
□
）
と
が
あ
り
、
と
も
に
同
時
に

六
人
が
競
技
で
き
ま
す
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
（
洋
弓
）
の
練
習
も
で
き
ま
す
。

Ｓ

。
エ
キ
サ
イ
ト
プ
ラ
ザ
″
は
、
大

屋
根
付
き
の
広
場
で
、
縦
三
六
打

横
二
〇
じ
の
人
工
芝
が
張
ら
れ
、

雨
や
雪
の
日
も
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
が

楽
し
め
ま
す
。

明
治
公
園
と
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
に

　

隣
接
の
明
治
公
園
に
は
、
約
四

〇
〇
〇
平
方
μ
の
多
目
的
芝
生
広

場
が
あ
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

も
整
備
さ
れ
る
計
画
で
す
。
両
施

設
の
整
備
が
全
部
終
る
と
、
こ
の

あ
た
り
は
、
一
大
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン
と
な
り
ま
す
。

ト
正
面
玄
関

・
こ
け
ら
落
と
し
は
バ
レ
ー

　

サ
ン
ト
リ
ー
×
松
下
電
器

　

こ
け
ら
落
と
し
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

6
月
中
旬
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本

リ
ー
グ
（
男
子
）
所
属
の
、
サ
ン
ト

リ
ー
と
松
下
電
器
の
2
チ
ー
ム
を

招
待
す
る
予
定
で
す
。
迫
力
あ
る

試
合
が
見
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
7
月
こ
ろ
ま

で
の
間
に
、
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
。

弓
道
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
な
ど
、
種

目
別
の
落
成
記
念
大
会
も
開
催
さ

れ
る
計
画
で
す
。

・
す
ぐ
近
く
に
は

　

滅
越
ふ
れ
あ
い
公
園
芦

　

総
合
体
育
施
設
の
す
ぐ
近
く
、

国
道
一
五
八
号
を
は
さ
ん
で
西
方

7
0
0
μ
の
と
こ
ろ
に
は
、
県
営

。
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
”
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
園
は
篠
座

地
籍
の
旧
競
馬
場
跡
地
一
帯
に
造

成
す
る
も
の
で
、
広
さ
は
約
2
0

お
で
す
。
ス
タ
ン
ド
付
き
陸
上
競

技
場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
口

－
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
、
テ
ニ
ス
ー

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
の
屋

外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
中
心
と
し
て
、

森
や
池
な
ど
人
の
心
を
和
ま
せ
る
施

施
も
配
置
し
た
総
合
公
園
で
す
。
全

体
の
完
成
は
六
～
七
年
後
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
あ
た
リ
一
帯
は
、

大
野
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
。
メ

ッ
カ
”
と
な
り
ま
す
。



▲
上
●
観
覧
席
、
後
ろ
は

1
周
2
0
0
だ
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
。

下
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
機
器
も
備
え
ら
れ
る
。

1
0
本
の
太
い
鉄
柱
に
▼

支
え
ら
れ
た
エ
キ
サ
イ

ト
プ
ラ
ザ
。
人
工
芝
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
。

4本レプ
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理 し

し

棟
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▲広々とした体育館。天井も高くゆった

りとした感じ。バレーボールなら3面、

バドミントンなら10面のコートがとれる。

▲上・体育館には、自動折り畳み式舞台もある。

下・防災装置や全館放送設備を備えた事務室

ス
ポ
ー
ツ
界
の
飛
躍
を
期
す

市
体
育
協
会
長
斉
藤
輝
夫
さ
ん

　

市
民
待
望

の
総
合
体
育

館
が
、
立
派

に
完
成
し
た

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
と
し
て

大
き
な
喜
び
で
す
。
私
た
ち
は
「
市

民
総
ス
ポ
ー
ツ
」
を
合
言
葉
に
、
関

係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
力
し
て
さ
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
総
合
体
育
館
の

完
成
を
契
機
に
、
一
層
市
ス
ポ
i
ツ

界
の
飛
躍
を
期
し
、
明
日
へ
向
か
っ

て
さ
ら
に
大
さ
く
羽
ぱ
た
く
よ
う
。

一
段
の
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
期
待

バ
ス
ケ
ツ
ト
チ
i
ム

大
野
2
フ
ブ
・
主
将

広
瀬
昭
彦
さ
ん

　

い
よ
い
よ

オ
ー
プ
ン
で

す
ね
。
今
ま

で
大
野
で
は

開
催
で
さ
な
か
っ
た
大
会
や
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
が
、
い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
も
あ
り
、
季
節
や
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
ざ
る

の
が
と
て
も
徽
し
い
で
す
。
自
ら
ス

ポ
ー
ツ
し
た
り
、
観
戦
し
た
り
、
市

民
み
ん
な
で
、
利
用
し
て
い
け
た
ら
、

い
い
で
す
ね
。
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武j］道しし館
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才 し

書

万

ご

j l に j 場

弓
道
場
は
、
近
的
場
（
上
）
と

遠
的
場
（
左
）
に
分
か
れ
て
い
る

ト
小
ア
リ
ー
ナ
は
、
ラ

イ
フ
ル
射
撃
の
練
習
場

と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

・▲まだ幕は張つてないが、オープンまでには、みずひき

幕が張られる。専用の更衣室やシャワーも付いている。

武
具
庫
や
講
師
控
室
も
設
け
ら
れ

た
柔
道
場
（
右
）
と
剣
道
場
（
左
）

3
0
年
来
の
夢
か
な
う

狸
藪
Ｆ

小
林
紀
子
さ
ん

　

大
野
へ
来

て
三
十
年
間

バ
レ
ー
ポ
ー

ル
を
し
て
き

ま
し
た
。
元
の
有
終
西
小
の
講
堂
は
、

ボ
ー
ル
が
鉄
骨
の
梁
に
つ
か
え
て
困

っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

こ
ん
な
体
育
館
が
で
さ
る
こ
と
を
夢

見
て
い
ま
し
た
。
夢
が
実
現
し
て
と

て
も
娠
し
い
で
す
。
市
内
の
家
庭
婦

人
チ
ー
ム
も
十
五
に
増
え
ま
し
た
。

二
年
前
か
ら
市
外
の
チ
ー
ム
を
招
い

て
の
大
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
一
層
充
実
し
た
大
会
が
開

け
る
と
思
い
ま
す
。

完
成
を
機
に
底
辺
拡
大
図
る

市
剣
道
連
盟
副
会
長
福
野
平
吉
さ
ん

　

我
々
が
久

し
く
待
望
し

て
い
ま
し
た

武
道
館
が
完

成
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

正
し
い
剣
道
を
通
じ
て
、
心
身
と
も

に
健
全
な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
こ
の
武
道
館
の
完
成
を

機
に
、
な
お
一
層
、
剣
道
の
底
辺
の

拡
大
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

の
各
階
層
の
活
性
化
を
図
る
一
方
、

全
体
の
連
帯
強
化
を
図
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
さ
ま
す
。



全回諸会ぺ 全国大会出場チームとその大会
・
県
立
大
野
高
等
学
校
野
球
部

大
会
第
6
3
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

期
日
3
具
一
日
向
～
4
月
4
日
困

会
場
阪
神
甲
子
園
球
場
（
西
宮
市
）

参
加
全
国
選
抜
3
2
チ
ー
ム

…
上
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
牡
峠
7

大
会
第
7
回
全
国
0
ひ
優
勝
大
会

期
日
3
月
2
8
日
困
～
3
1
日
剛

会
場
国
立
代
々
木
競
技
場
（
東
京
）

参
加
各
県
代
表
な
ど
一
一
一
一
チ
ー
ム

・
有
終
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
国
際
少
年
サ
ッ
カ
一
9
1

期
日
3
品
日
湘
～
4
月
2
日
向

会
場
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場

参
加
各
県
代
表
な
ど
4
8
チ
ー
ム

▲全国大会出場を祝う

　

市庁舎の懸垂幕

　

大
野
高
校
野
球
部
の
セ
ン
バ
ツ
出
場
と
と
も
に
、
上
庄
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
三
月
二
十
八
日
か

ら
国
立
代
々
木
競
技
場
（
東
京
）
で
開
か
れ
る
「
第
七
回
全
国
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
」
に
、
有
終
南
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
三
月
二
十
八
日
か
ら
神
戸
総
合
運
動
公
園

ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
な
ど
で
開
か
れ
る
「
神
戸
市
長
杯
国
際

少
年
サ
ッ
カ
ー
9
1
」
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
全
国
大
会
で
、
大
野
勢
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲
セ
ン
バ
ツ
出
場
決
定
を
喜
ぶ
大
高
ナ
イ
ン

大高野球部

選抜初出場 対戦相手は24日に

　

大
野
高
校
の
第
6
3
回
選
抜
高
校

野
球
大
会
へ
の
出
場
が
伝
わ
っ
た

の
は
、
二
月
一
日
午
後
四
時
十
分
。

選
抜
選
考
委
員
会
か
ら
の
電
話
に

出
た
鈴
木
利
幸
校
長
が
「
謹
ん
で

お
受
け
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
答
え
受
話
器
を

置
く
と
、
周
り
に
詰
め
か
け
て
い

た
山
内
市
長
は
じ
め
、
後
援
会
な

ど
の
関
係
者
が
、
い
っ
せ
い
に
拍

手
、
部
屋
は
バ
ン
ザ
イ
の
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
、
室

内
練
習
場
の
選
手
た
ち
に
伝
え
ら

れ
、
選
手
た
ち
は
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。
対
戦
相

手
を
決
め
る
抽
せ
ん
は
、
二
十
四

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
二
季
連
続
出

場
を
果
た
し
た
大
高
ナ
イ
ン
に
、
「

　

「
今
度
こ
そ
は
一
勝
を
」
と
市
民

の
熱
い
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
選
挙

新
陣
容
ぶ
人
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員

選
挙
が
、
二
月
十
七
日
行
わ
れ
、

新
し
い
議
員
二
十
四
人
が
決
ま
り

ま
し
た
。
二
月
二
十
七
日
に
組
織

議
会
が
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長

や
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
を

決
め
、
三
月
土
旬
に
は
、
新
年
度

予
算
な
ど
を
審
議
す
る
初
議
会
が

招
集
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
定
数
二
十
四

に
対
し
て
、
二
十
六
人
が
立
候
補

し
、
投
票
の
結
果
、
現
職
十
八
人
、

前
職
一
人
、
新
人
五
人
が
当
選
し

ま
し
た
。
党
派
別
で
は
無
所
属
二

ト
ー
人
、
日
本
社
会
党
一
人
、
公

明
党
一
入
、
日
本
共
産
党
一
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
二
月
十
七
日
午
前
七

時
か
ら
、
有
終
西
小
学
校
な
ど
市
内

二
十
五
ヵ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

午
後
六
時
（
一
部
は
繰
り
上
げ
）

に
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
投
票
率

は
、
八
六
・
五
七
％
、
前
回
に
比

べ
五
・
2
六
％
下
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
同
日
午
後
八
時
か
ら

大
野
有
終
会
館
で
行
わ
れ
、
午
後

九
時
か
ら
二
十
分
ご
と
に
開
票
速

報
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
選

挙
だ
け
に
た
く
さ
ん

の
市
民
が
詰
め
か
け

開
票
状
況
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。
会
館

前
に
設
け
ら
れ
た
速

報
板
前
も
、
会
場
へ

入
れ
切
れ
な
い
市
民

で
ご
っ
た
返
し
ま
し

た
。
午
後
十
時
四
十

五
分
に
は
、
す
べ
て

の
開
票
が
終
わ
り
、

各
候
補
の
得
票
が
確

定
し
ま
し
た
。

　

翌
十
八
日
午
後
三

時
に
市
役
所
で
、
当

選
者
に
当
選
証
書
が

付
与
さ
れ
ま
し
た
。



珊官泡沿y
会

土
庄
斜
全
国
優
勝
大
会
へ

有
終
南
、
国
際
少
年
竹
出
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
は

東
京
代
々
木
で

　

土
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ミ
ニ
バ
ス
ヶ
ツ
ト
ボ

ー
ル
部
は
、
昭
和
五
十

六
年
に
創
部
、
上
庄
小

学
校
の
女
子
二
十
六
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
県
大
会
で
ベ
ス

ト
4
に
残
っ
た
、
福
井

市
の
和
田
と
大
野
市
の

上
庄
、
蕨
生
、
下
庄
の

四
チ
ー
ム
が
、
一
月
二

十
七
日
、
丸
岡
町
な
ど

で
開
か
れ
た
二
次
予
選
で
、

全
国
大
会
の
出
場
権
を
競
い

ま
し
た
。
リ
ー
グ
戦
の
結
果

土
庄
が
三
勝
し
て
、
晴
れ
の

全
国
優
勝
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
各
都
道
府

県
代
表
チ
ー
ム
に
、
昨
年
の

優
勝
チ
ー
ム
を
加
え
、
四
十

八
チ
ー
ム
が
参
加
。
十
六
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
の
リ
ー

グ
戦
に
勝
ち
残
れ
ば
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
め
ま
す
。

土
庄
は
初
出
場
と
あ
っ
て
、

ま
ず
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ

の
進
出
を
ね
ら
っ
て
、
目
下
猛
練

習
中
で
す
。
東
京
で
の
ひ
の
き
舞

台
だ
け
に
、
父
母
ら
の
熱
い
期
待

も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ト
二
次
予
選
で
優
勝
（
日
刊
福
井
提
供
）

国
際
サ
ッ
カ
一
も

　

湾
岸
戦
争
の
影
響

　

有
終
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
有
終
南
小
学
佼
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
少
年
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
で
す
。
昭
和
六
ト
二
年
に

結
成
さ
れ
、
現
在
の
団
員
は
三
ト

四
人
で
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
開
か
れ
た
県
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
、
み
ご
と
優

勝
し
、
国
際
少
年
サ
ッ
カ
ー
9
1
へ

の
出
場
権
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

「
神
戸
市
長
杯
国
際
少
年
サ
ッ
カ

ー
9
1
」
の
参
加
チ
ー
ム
は
、
都
道

府
県
代
表
チ
ー
ム
四
十
七
チ
ー
ム

に
地
元
神
戸
市
か
ら
一
チ
ー
ム
、

計
四
十
八
チ
ー
ム
で
す
。
例
年
で

す
と
こ
れ
に
外
国
か
ら
の
招
待
チ

ー
ム
六
チ
ー
ム
が
加
わ
る
の
で
す

が
、
今
年
は
湾
岸
戦
争
の
た
め
、

外
国
か
ら
の
参
加
は
中
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
六
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
チ
ー
ム

総
当
た
り
制
の
リ
ー
グ
戦
を
四
日

間
で
行
い
ま
す
。
昨
年
出
場
し
た
下

庄
チ
ー
ム
は
、
三
勝
で
し
た
。

ト
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
優
勝

候
補
者
別
得
票
数
（
私
P
隨
昌

当
選
一
、
四
一
五
林
順
一

　
　
　
　
　

（
春
日
2
・
4
2
・
無
現
）

当
選
一
、
三
五
四
田
原
哲
也

　
　
　
　

（
南
六
呂
師
…
6
0
・
無
現
）

当
選
一
、
三
2
二
竹
内
安
汪

　
　
　
　
　
　

（
稲
郷
・
5
0
・
無
新
）

当
選
一
、
二
八
五
畑
中
章
男

　
　
　
　
　

（
糸
魚
町
・
4
1
・
無
現
）

当
選
一
、
一
九
六
宇
野
政
市
郎

　
　
　
　
　

（
明
倫
町
・
4
2
・
無
新
）

当
選
一
、
一
六
八
雨
塚
巾
ｔ
夫

　
　
　
　
　
　

（
塚
原
・
6
4
・
無
現
）

当
選
一
、
一
五
三
野
田
幾
久
代

　
　
　
　
　

（
春
日
2
・
6
4
・
無
現
）

当
選
一
、
一
四
三
天
谷
光
治

　
　
　
　
　
　

（
城
町
・
4
2
・
無
新
）

当
選
一
、
こ
一
八
常
見
悦
郎

　
　
　
　
　
　

（
上
野
・
4
2
・
無
新
）

当
選
一
、
一
2
七
栄
正
夫

　
　
　
　
　
　

（
上
野
・
4
9
・
共
現
）

当
選
一
、
2
五
八
西
川
文
人

　
　
　
　
　

（
牛
ヶ
原
・
5
0
…
無
現
）

当
選
一
、
2
三
八
松
井
治
男

　
　

（
阿
難
祖
地
頭
方
・
5
0
無
現
）

当
選
一
、
2
三
五
坂
元
千
秋

　
　
　
　
　
　

（
清
滝
・
5
1
・
公
現
）

当
選
一
、
2
2
八
金
森
幸
蔵

　
　
　
　

（
中
野
町
1
・
6
4
・
無
現
）

当
選
九
九
六
幅
口
登

　
　
　
　
　

（
土
打
波
・
6
2
・
無
現
）

当
選
九
八
八
平
間
源
治

　
　
　
　
　
　

（
木
本
・
5
6
・
無
現
）

当
選
九
六
一
砂
子
三
郎

　
　
　
　
　
　

（
本
町
・
4
7
・
無
現
）

当
選
九
五
四
牧
野
幸
太
郎

　
　
　
　

（
中
野
町
I
・
5
0
・
無
新
）

当
選
八
八
一
藤
田
護

　
　
　
　
　

（
中
津
川
・
6
3
・
無
前
）

当
選
八
七
九
木
下
境

　
　
　
　

（
陽
明
町
2
・
6
6
・
無
現
）

当
選
八
七
八
山
本
武

　
　
　
　
　

（
美
川
町
・
7
8
・
無
現
）

当
選
八
六
六
村
西
利
栄

　
　
　
　
　

（
吉
野
町
・
5
2
・
社
現
）

当
選
八
四
八
佐
々
木
一
夫

　
　
　
　
　
　

（
友
江
・
6
3
・
無
現
）

当
選
八
四
二
松
田
庄
二

　
　
　
　
　
　

（
森
目
・
6
1
・
無
現
）

次
点
七
二
2
山
口
忠
男

　
　
　
　
　

（
高
砂
町
・
5
7
・
無
現
）

　
　
　
　
　

六
三
2
浦
井
智
治

　
　
　
　
　

（
日
吉
町
・
4
3
・
共
新
）

選挙の記録

・当日の有権者数

　　　　

男14，592人

　　　　

女16，629人

　　　　

計31，221人

●投票者数と投票率

男12，446人（85・29％）

女14，583人（87・70％）

計27，029人（86・57％）

・有効投票

　　　　　　

26，833票

●無効投票

　　　　　　　　

194票

…持ち帰り

　　　　　　　　　

2票
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家
庭
で
も

9
宕
愈
肺
対
回
色

回
期
的
愈
鹸
2
徊

　

井
戸
水
は
、
冬
は
温
か
く
て
夏
冷
た
く
、
味
も
よ
い
と
、
大

野
市
民
の
誇
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
生
活

環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、
地
下
水
の
安
全
性
が
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
下
水
を
汚
染
し
な
い
た

め
の
家
庭
で
の
対
策
と
、
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
め

る
た
め
の
検
査
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

井
戸
周
辺
の
環
境
に
注
意

　

近
年
、
生
活
環
境
の
急
激
な
変

化
に
伴
い
、
全
国
的
に
地
下
水
の

安
全
性
が
、
社
会
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
昨
年

十
月
に
、
埼
玉
県
で
井
戸
水
の
汚

染
が
原
因
で
幼
児
が
死
亡
す
る
と

い
う
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
、
井

戸
水
を
利
用
し
て
い
る
人
々
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

井
戸
水
の
汚
染
源
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、

①
台
所
や
風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排

　

水
②
便
槽
の
漏
れ
や
浄
化
槽
の
排
水

③
排
水
溝
や
汚
物
だ
ま
り
か
ら
の

　

漏
れ

④
工
場
排
水

な
ど
で
す
。

　

普
段
か
ら
、
家
庭
で
も
井
戸
の

周
囲
の
環
境
に
は
十
分
注
意
し
、

美
化
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
検
査
法

　

い
つ
も
安
全
で
、
お
い
し
い
地

下
水
を
飲
み
続
け
る
た
め
に
は
、

汚
さ
な
い
心
が
け
と
と
も
に
、
普

段
か
ら
安
全
か
ど

う
か
確
め
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
家

庭
で
で
き
る
検
査

法
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

○
コ
ッ
プ
に
く

ん
だ
井
戸
水
を
白

い
バ
ッ
ク
に
透
し

て
、
上
と
横
か
ら

見
ま
す
。
色
や
濁

り
が
な
い
か
ど
う

か
。
毎
朝
、
歯
磨

き
の
と
き
、
お
試

し
く
だ
さ
い
。
時

々
、
栓
が
で
き
る

容
器
に
井
戸
水
を

入
れ
、
少
し
温
め

て
、
に
お
い
、
味
を

確
め
ま
す
。
異
常

を
感
じ
た
ら
、
専
門
機
関
の
検
査
を
。

　

＠
定
期
的
に
「
簡
易
細
菌
検
査
」

を
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
も
で
き

る
市
販
の
検
査
法
「
コ
リ
テ
ッ
プ
」

が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

毎
年
一
回
は
ぜ
ひ

専
門
機
関
の
検
査
を

　

水
道
法
に
よ
る
水
質
基
準
に
準

じ
た
検
査
を
、
毎
年
一
回
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

保
健
所
で
の
検
査
は
、
毎
週
火
曜

日
の
午
前
中
に
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
事
前
に
検
査
用
瓶
を
取
り
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
料
金
は
、
一

件
五
千
六
百
六
十
円
で
す
。

　

北
陸
公
衆
衛
生
研
究
所
（
福
井

市
光
陽
4
1
1
－
I
2
豊
0
7
7
6
・

2
2
・
0
6
9
9
）
へ
依
頼
す
る
場

合
は
、
各
家
庭
へ
出
向
い
て
採
水

し
て
く
れ
ま
す
。
料
金
は
保
健
所

と
同
じ
で
す
。
な
お
、
希
望
す
れ

ば
有
機
溶
剤
な
ど
の
検
査
も
で
き

ま
す
。

井
戸
水
の

衛
生
対
策



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

］言言しし簾窓言丿簾宍言じj集ししレ

高額な契約は納得してから

広告にだけ頼るのは危険

ト
ラ
ブ
ル
ガ
多
い

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

　

最
近
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
（
注
）

に
つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
が
、
全

国
的
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

通
い
さ
え
す
れ
ば
、
美
し
く
な

る
よ
う
な
広
告
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
通
っ
て
み
て
「
や

せ
な
か
っ
た
」
「
肌
が
赤
く
な
り
ブ

ッ
ブ
ツ
が
で
き
た
」
「
脱
毛
で
色
素

が
沈
着
し
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

や
、
高
い
料
金
を
払
っ
た
の
に
効

果
が
な
い
な
ど
の
相
談
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

や
せ
た
い
と
思
っ
て
エ
ス
テ
テ

ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
へ
行
く
人
も
多
い

よ
う
で
す
。
痩
身
コ
ー
ス
の
広
告

で
、
「
抽
せ
ん
に
て
三
名
様
、
す
べ

て
の
コ
ー
ス
技
術
料
無
料
、
二
十

名
様
半
額
」
と
い
っ
た
記
載
の
場

合
、
抽
せ
ん
に
当
た
れ
ば
、
無
料

ま
た
は
半
額
で
望
み
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
と
思
い
が
ち
で
す

と
こ
ろ
が
、
電
話
で
呼
び
出
し
が

あ
っ
て
、
「
こ
れ
は
体
重
百
丿
以

上
の
人
が
対
象
」
と
い
わ
れ
、
高

額
な
契
約
を
迫
る
と
い
う
悪
質
な

手
口
も
あ
る
よ
う
で
す
。

発
汗
で
体
重
は
減
っ
て
も

脂
肪
分
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

痩
身
の
方
法
も
、
発
汗
に
よ
る

水
分
の
除
去
や
、
部
分
的
な
刺
激

法
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

パ
ラ
フ
ィ
ン
パ
ッ
ク
や
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
も
、
効
果
は
サ
ウ
ナ
と

同
じ
で
す
。
汗
を
か
く
こ
と
で
、

体
内
の
水
分
が
減
る
分
、
体
重
は

減
り
ま
す
が
、
水
を
飲
め
ば
す
ぐ

元
に
戻
り
ま
す
。

肥
満
の
も
と
、
体
脂

肪
は
全
く
分
解
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

人
間
の
体
に
は
、

約
三
百
億
個
の
脂

肪
細
胞
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
数
は
生

涯
変
わ
ら
ず
、
余

分
な
脂
肪
が
蓄
積

さ
れ
る
と
脂
肪
細

胞
が
、
膨
み
ま
す
。
や
せ
る
た
め

に
は
、
こ
の
脂
肪
細
胞
を
元
の
大

き
さ
に
戻
せ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

部
分
的
な
刺
激
で
は
、
望
め
ま
せ
ん
。

ダ
イ
エ
ツ
ト
の
基
本
は

適
量
の
食
事
と
運
動

　

正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
基
本
は

①
少
な
く
食
べ
て
②
よ
く
体
を
動

か
す
こ
と
で
す
。
食
事
の
量
は
少

な
く
と
も
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
で
す
か
ら
、
医
師
や
栄
養
士

の
指
導
に
基
づ
い
て
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

契
約
は
納
得
し
て
か
ら

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
は
、

本
来
「
美
容
」
の
一
つ
で
、
治
療

す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
告
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
、
す
ぐ

高
額
な
契
約
を
せ
ず
、
納
得
し
て

か
ら
に
し
ま
し
よ
ヽ
つ
。

【
注
】
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
体
全
低

の
美
容
を
心
身
両
面
か
ら
考
え
ろ

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
（
全
身

美
容
）
を
い
う
。
パ
ッ
ク
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
ボ
デ
ィ
ー
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、
痩
身
、
脱

毛
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た

美
容
を
行
う
場
所
を
エ
ス
テ
テ
ィ

ッ
ク
サ
ロ
ン
と
呼
び
、
美
容
師
を

特
に
エ
ス
テ
ィ
シ
ヤ
ン
と
呼
ん
で

い
る
。
（
イ
ミ
ダ
ス
ー
9
9
1
）

　

■
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

市
で
は
、
消
費
生
活
に
つ
い
て

の
問
題
や
物
価
に
関
す
る
意
見
や

要
望
を
提
出
し
て
も
ら
う
「
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

応
募
資
格
2
0
歳
～
6
0
歳
の
市
民

任
期
4
月
か
ら
1
年
間

募
集
人
員
1
5
人

申
込
み
方
法
3
月
1
1
日
⑥
ま
で

　

に
市
役
所
生
活
環
境
課
へ
電
話

清貴生活に関する々相談は消費者相談カンタータ蚕66÷川』し勤線463
j盾役所生活？

，ま靫l刈！Jill内ト………，
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
－
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

大野高選抜出場決定の瞬間報道陣を前に喜ぶ関係者

ぐるーぷ登場 祥雲太鼓

昨
年
は
宮
さ
ま
哨
前
？
腕
前
披
露

　

祥
雲
太
鼓
（
浦
田
光
々
会
長
…

1
7
人
）
は
、
昨
年
五
月
に
、
小
学

生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
、
新
し

い
太
鼓
グ
ル
ー
プ
で
す
。
リ
ー
ダ

ー
の
山
内
廣
志
さ
ん
（
日
。
‐
町
・

3
8
歳
）
を
中
心
に
、
f
供
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
や
り
た
い
と
い
う
若

f
の
リ
ー
ダ
ー
も
数
人
集
ま
っ
て

お
り
、
徐
々
に
体
制
が
幣
っ
て
き

ま
し
た
。
f
供
た
ち
は
、
現
在
、

男
f
四
人
、
女
子
凡
人
で
、
乾
側

小
の
児
泉
ば
か
り
で
す
が
、
会
で

は
、
今
後
、
他
の
地
域
に
も
広
げ

る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
練
ガ
は

毎
週
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
、

大
野
有
終
会
館
で
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
奥
越
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ー
ク
ル
と
い
う
会
が
あ
っ
て
、
故

兪
野
惣
一
郎
さ
ん
が
、
小
中
学
生

を
指
導
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
、
そ

の
時
、
現
会
長
の
浦
田
さ
ん
が
、

占
I
務
局
を
担
当
し
て
お
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
指
導
者
の
桑

野
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
た
め
、

自
然
解
散
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

祥
雲
太
鼓
結
成
の
き
っ
か
け
は
、

一
昨
年
小
中
学
校
連
八
日
音
楽

会
に
乾
側
小
学
校
が
太
鼓

を
演
奏
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
と
き
、
現
在
の
リ
ー

ダ
ー
山
内
さ
ん
が
、
と
て

も
熱
心
に
指
導
さ
れ
好
評

を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昨
年
八
月
に
六
‥
y
‥
‥
師
高
原

で
行
わ
れ
た
全
国
ス
ポ
ー

ツ
少
年
大
会
の
開
会
式
で

は
、
常
陸
宮
さ
ま
の
前
で
、

祥
雲
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
と
し

て
出
場
、
み
ご
と
な
バ
チ

さ
ば
き
を
み
せ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
か
ら

引
き
継
い
だ
太
鼓
の
ほ
か

に
、
鼓
の
よ
う
な
締
め
付

け
太
鼓
、
日
蓮
宗
で
使
う
よ
う
な

う
ち
わ
太
鼓
な
ど
も
そ
ろ
え
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
演
奏
で
す
。

今
度
は
三
月
に
几
日
に
有
終
会
館
で

開
か
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会

に
新
し
い
太
鼓
を
披
露
し
よ
う
と
、

練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

6吻『

　

●

ヤングコi；ナ‾

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

理
解
し
て
く
だ
さ
い

利内浩二

（21歳・稲郷）

　

こ
こ
二
、
三
年
で
、
ス
キ
ー
人

口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

と
も
な
い
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
も

普
及
し
始
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

日
本
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
は
、
十

万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
欧
米
で
は
、
五
年
以
内
に
全

ス
キ
ー
人
口
の
三
2
％
ま
で
普
及

し
、
日
本
国
内
で
も
百
万
人
の
普

及
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
普
及
に
と
も
な
っ
て

大
き
な
問
題
と
な
る
の
が
、
場
所

の
問
題
で
す
。
大
野
市
内
に
は
、

素
晴
ら
し
い
ス
キ
ー
場
が
あ
る
の

に
、
そ
の
う
ち
許
可
の
お
り
て
い

る
の
は
、
勝
原
ス
キ
ー
場
だ
け
で

す
。
し
か
も
、
県
内
の
ス
ノ
ー
ボ

I
ダ
ー
は
、
勝
原
で
で
き
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
県
外
へ
出
か
け
る
の

で
す
。
み
ん
な
の
話
を
聞
く
と
、

や
は
り
近
く
の
ス
キ
ー
場
で
滑
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
も
、
県
内

で
二
百
人
近
い
人
た
ち
が
。
ス
ノ

ボ
ー
ド
を
始
め
て
い
ま
す
。
も
し

市
内
の
ス
キ
ー
場
が
、
す
べ
て
許

可
さ
れ
れ
ば
、
大
会
も
で
き
ま
す
。

県
内
外
か
ら
、
多
く
の
ボ
ー
ダ
ー

が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
は
、
見
た
目

は
派
手
で
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
か
ら
見

る
と
危
い
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
は
偏
見
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
は
、
J
A
B
A
（

日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
）
が
あ

り
、
特
に
ス
キ
ー
場
で
の
マ
ナ
ー

を
第
一
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
、
ス

キ
ー
場
も
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
皆
さ

ん
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ボ
ー
ダ
ー
の
一
人
と

し
て
お
願
い
し
ま
す
。
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金
の
掛
け
金
や
税
を
振
替
に

　

去
年
の
暮
れ
、
回

覧
板
で
回
っ
て
き
た

「
ね
ん
き
ん
だ
よ
り
」

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
、
「
国
民
年
金

の
掛
け
金
も
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
手

続
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

電
力
料
金
や
電
話
料
な
ど
は
、

口
座
振
替
で
支
払
っ
て
い
ま
す
が

窓
口
へ
出
向
く
手
間
も
忘
れ
る
心

配
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

自
治
体
で
集
め
る
各
種
税
金
や

年
金
の
掛
け
金
、
保
育
料
・
水
道

料
な
ど
の
公
共
料
金
も
口
座
振
替

が
で
き
る
と
助
か
り
ま
す
。
仕
事

や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
、
納
め
に

行
け
な
か
っ
た
り
、
う
っ
か
り
忘

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、
税
金
な
ど
は
延
滞
金
も
払

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
が
あ
る
も
の
は
、
手
続
き

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場
合

は
、
ぜ
ひ
導
入
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
。
（
匿
名
希
望
）

　

ご
覧
に
な
っ
た
の

は
「
ね
ん
き
ん
福
井
」

の
1
2
月
号
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
は
、

県
下
全
般
に
配
布
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
当
市
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な

い
記
事
を
、
そ
の
ま
ま
配
布
し
て

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

制
度
は
、
県
内
の
大
方
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
市
で
は
、
い
ま
だ
実
施
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
の
保
険
料
以
外
に
も
、
定

期
的
に
市
へ
納
め
て
い
た
だ
く
も

の
と
し
て
は
、
市
税
を
は
じ
め
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
保
育
料
、
水

道
料
、
市
営
住
宅
の
使
用
料
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
関
係
各

課
が
集
っ
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
従
来
か
ら
協
力
願
っ

て
い
る
住
民
組
織
や
金
融
機
関
と

の
問
題
も
あ
り
、
い
ま
だ
結
論
に

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
い

ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

市
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
振
替

制
度
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
市

内
各
金
融
機
関
内
に
組
織
さ
れ
た

納
税
組
合
が
あ
り
、
窓
口
で
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
と
、
納
期
が
き
た

税
金
は
、
自
動
的
に
納
税
貯
金
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　

上
水
道
の
使
用
料
納
入
に
は
、

口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

（
市
民
課
長
・
土
蔵
茂
弘
）

　
　
　

（
税
務
課
長
・
中
村
武
臣
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
―
－
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴫階

百
人
一
首
、
大
好
き
姉
妹

中
森
洋
美
ご
（
泉
町
・
開
成
中
2
年
）

　
　

み
づ
え
ご
つ
・
開
成
中
1
年
）

　

一
月
ニ
ト
七
日
に
、
大
野
公

民
館
で
行
わ
れ
た
大
野
地
区
子

供
か
る
た
会
の
中
学
生
の
部
で
、

中
森
洋
美
さ
ん
が
優
勝
、
妹
の

み
づ
え
さ
ん
が
準
優
勝
し
ま
し

た
。
二
人
は
三
姉
妹
の
長
女
と

二
女
で
、
一
つ
違
い
、
と
も
に

カ
ル
タ
好
き
で
す
。

　

洋
美
さ
ん
が
小
学
二
年
、
み

づ
え
さ
ん
が
三
年
こ
ろ
か
ら
始

め
た
そ
う
で
す
の
で
、
大
体
ス

タ
ー
ト
は
同
じ
で
す
。
当
時
、

有
終
西
小
で
洋
美
さ
ん
の
担
任

だ
っ
た
山
本
喜
子
先
生
が
、
カ

ル
タ
ク
ラ
ブ
の
顧
問
を
し
て
お

ら
れ
た
こ
と
か
ら
興
味
を
持
ち

始
め
、
そ
れ
が
妹
の
み
づ
え
さ

ん
に
も
影
響
し
た
よ
う
で
す
。

二
人
は
四
年
生
か
ら
カ
ル
タ
ク

ラ
ブ
ヘ
入
部
、
互
い
に
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
家
庭
で
は
末
っ
子
の

か
お
り
さ
ん
（
有
終
西
小
四
年
）

も
仲
間
に
な
っ
て
、
夜
の
空
い

た
時
間
な
ど
に
し
ま
す
。

　

洋
美
さ
ん
は
、
「
カ
ル
タ
の
お

か
げ
で
、
学
校
の
古
文
の
時
間

に
習
う
一
首
一
首
が
、
と
て
も

面
白
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
市
の

大
会
に
も
中
学
生
の
部
が
あ
る

と
い
い
の
に
」
と
、
ま
た
、
み

づ
え
さ
ん
は
「
歌
を
読
む
と
、

昔
の
人
の
気
持
が
分
か
り
ま
す
。

当
面
の
目
標
は
、
姉
さ
ん
に
勝

つ
こ
と
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
人
の
気
持
j
l
が
分
か
る

優
し
い
姉
妹
の
よ
う
で
す
。

お
知
ら
せ

●
子
ど
も
劇
場
準
備
会
例
会

　
　

「
へ
っ
ぴ
り
よ
め
さ
ん
」

　

大
野
子
ど
も
劇
場
準
備
会
で
は

第
3
回
例
会
と
し
て
、
劇
団
プ
ロ

メ
テ
の
「
へ
っ
ぴ
り
よ
め
さ
ん
」

を
公
演
し
ま
す
。

日
時
3
月
1
3
日
④
午
後
6
時
開

　

場
、
6
時
3
0
分
開
演

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

子
ど
も
劇
場
は
、
親
子
で
生
の

演
劇
を
鑑
賞
し
よ
う
と
い
う
会
で

鑑
賞
は
す
べ
て
会
員
制
で
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
同
準
備
会
事
務

局
（
容
6
5
・
5
0
1
4
、
会
長
加

藤
美
穂
さ
ん
）
へ
ど
う
ぞ
。
平
成
3

年
度
の
例
会
は
、
①
田
中
星
児

の
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
P
C

M
企
画
・
6
月
2
5
日
⑧
）
、
②
ご
ん

ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
（
冒
険
舎
・
9

月
1
5
日
⑧
）
、
③
夢
見
の
ち
ゃ
ら
平

　

（
う
り
ん
こ
・
1
2
月
7
日
①
）
④

小
さ
な
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
（
劇

用
エ
ン
ゼ
ル
・
平
成
4
年
3
月
1
2

日
④
）
が
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



中
国
人
留
学
生
ら
が
、
大
野
で
旧
正
月

　

市
日
中
友
好
協
会
な
ど
が
主
催
し
て
、
「
大
野
の
旧
正
月
と
中
国
の
正
月
を
喜
ぶ

会
」
が
、
二
月
九
日
、
大
野
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
福
井

医
科
大
の
大
学
院
生
劉
園
英
さ
ん
ら
福
井
医
科
大
学
と
福
井
大
学
の
中
国
人
留
学

生
十
人
と
協
会
員
ら
二
士
五
人
。
劉
さ
ん
ら
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
日
本
の

も
ち
つ
き
を
体
験
し
た
後
、
お
国
自
慢
の
中
国
料
理
に
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

四ヶ浦小からお客様

　

有終西小とスキー交歓

　

一
月
二
十
七
日
、
越
前
町
四
ヶ
浦

小
学
校
の
五
年
生
や
そ
の
父
母
な
ど

百
二
人
が
、
有
終
西
小
学
校
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
、
江
戸
時
代

に
大
野
藩
の
飛
び
領
地
が
四
ヶ
浦
に

あ
っ
た
こ
と
が
縁
で
昭
和
六
十
年
か

ら
続
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
十

一
回
目
。
有
終
西
小
の
玄
関
で
は
、

五
年
生
の
児
童
ら
が
出
迎
え
、
体
育

館
で
両
校
の
代
表
が
あ
い
さ
つ
し
た

後
六
呂
師
ス
キ
ー
場
へ
向
い
ま
し
た
。

「福は～内、鬼は～外」

　

かまくら朝市で豆まき

　

二
月
二
日
・
三
日
の
両
日
、
七
間

通
り
で
、
恒
例
の
「
か
ま
く
ら
朝
市

と
雪
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
に
は
、
普
段
の
農
産
物
だ
け
で
な

く
、
新
潟
県
能
生
町
（
友
好
市
町
）
か

ら
仕
入
れ
た
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
や
カ
ニ
ラ

ー
メ
ン
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

三
日
は
ち
ょ
う
ど
節
分
、
特
設
の
舞

台
が
設
け
ら
れ
、
山
内
市
長
や
ミ
ス

お
お
の
ら
が
、
威
勢
よ
く
福
豆
を
ま

き
ま
し
た
。

阪谷が7年ぶりに優勝

市民総体スキー競技会

　

第34回市民総合体育大会スキー競技

会が、2月3日、森山スキー場で開か

れました。開会式では、尚徳中学校2

年生の田中秀也君が力強く選手宣誓を

しました。競技は、小学生（個人のみ）

中学、一般の各男女別に行われ、一般

の部では阪谷地区が7年ぶりに、中学

の部では尚徳中が3年連続で、それぞ

れ総合優勝を飾りました。

旅滓畢応報応聴係‘容66－111工↑

お年寄りが一日先生

　

」：庄小でふるさとのつどい

　

2月7日は「ふるさとの日」、福井県

が誕生した日です。土庄小学校では、

この日にちなんで毎年「ふるさとのつ

どい」を開いています。今年も学校へ、

児童の祖父母らを招いて、お手玉やお

はじきなどの昔からの遊びや、わら細

工、郷土料理などを教えてもらいまし

た。お年寄りも、この日ばかりは一日

先生とあって、とても楽しそうでした。
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吉野町でドンド焼き

　

町民集まり安全祈願

　

2月10日、吉野公園で、ドンド焼き

が行われました。この行事は毎年、吉

野町（海野従道区長・82世帯）が、2月

に行っているものです。締め繩を張っ

た神域の中央に、左義長をこしらえ、

各家庭から持ち寄った正月の締め飾り

や縁起物を燃やし、今年1年の無病息

災、町内安全を祈りました。その後参

加者全具に甘酒がふるまわれました。

－’－‾Z．l・’51。｜

4月からオープン

　

春日児童センター

　

昨年9月から日吉町で建設していた

春日児童センターが、間もなく完成し

ます。同センターは、現在春日3丁目

にある春日児童館が老朽化したため建

て替えているものです。鉄骨造平屋建

て、延396．8平方にで、約200平方にの

遊戯室のほか、工作室、集会室なども

設けられています。3月中に備品など

もそろえ、4月からオープンします。

大
野
東
高
、
制
服
は
ブ
レ
ザ
ー

　

大
野
工
藁
高
か
ら
校
名
を
改
め
て
。
四
月
か
ら
再
出
発
す
る
「
大
野
束
高
等
学

校
」
の
、
新
し
い
制
服
が
決
ま
り
ま
し
た
。
男
女
と
も
上
は
紺
の
ブ
レ
ザ
ー
、
下

は
男
子
が
グ
レ
ー
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
女
子
は
紺
と
グ
レ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
の
ス
カ
ー

ト
。
男
子
の
ネ
ク
タ
イ
も
女
子
の
リ
ボ
ン
も
当
初
は
エ
ン
ジ
色
で
出
発
し
ま
す
が
、

今
後
数
種
類
作
り
、
選
べ
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
。
お
し
ゃ
れ
な
制
服
で
す
。

自局の宣伝でPR賞

　

阪谷郵便局の大野丸

　

六
呂
師
高
原
雪
ま
つ
り
の
呼
び
物

イ
ベ
ン
ト
「
お
も
し
ろ
ソ
リ
大
会
」

が
、
二
月
十
日
、
降
り
し
き
る
雪
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
は
、
鯖

江
市
の
山
田
進
さ
ん
の
率
い
る
「
山

進
号
」
が
獲
得
し
ま
し
た
が
、
阪
谷

郵
便
局
の
「
大
野
丸
号
」
は
、
。
ゆ
う
パ

ッ
ク
″
や
。
郵
便
局
の
M
M
C
”
な
ど

自
局
の
宣
伝
を
船
い
っ
ぱ
い
に
積
ん

で
、
ち
ゃ
っ
か
り
「
P
R
賞
」
を
も

の
に
し
ま
し
た
。

かまくらと雪像で歓迎

和泉村でフェスティバル

　

。
し
ん
せ
つ
、
カ
マ
ク
ラ
時
代
″
と

銘
打
っ
た
「
ふ
く
い
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
m
」
が
、
二
月
十
五
日
か

ら
三
日
間
、
和
泉
村
九
頭
竜
ス
キ
ー

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
三
年
目
の
今
年
は
、
よ

う
や
く
雪
に
も
恵
ま
れ
、
道
路
沿
い

に
は
、
「
か
ま
く
ら
」
や
雪
像
が
立

ち
並
び
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
夜
に
は
ロ
ー
ソ
ク
も
と
も
さ
れ

美
し
い
雪
国
の
夜
を
演
出
し
ま
し
た
。



が
知
ら
せ

3月

●
耳
の
健
康
診
断
と

　

補
聴
器
の
相
談

　

3
月
3
日
・
耳
の
日
に
ち
な
ん

で
、
耳
の
健
康
診
断
や
補
聴
器
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
体
障
害
者

手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご

希
望
の
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
1
9
日
収
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

会
場
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
中

　

野
町
3
・
下
庄
公
民
館
併
設
）

内
容
①
耳
の
健
康
診
断
②
聴
力

　

検
査
③
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

　

ま
た
は
等
級
変
更
に
関
す
る
診

　

断
④
補
聴
器
の
相
談
な
ど

費
用
無
料
。
補
聴
器
の
修
理
に

　

要
す
る
部
品
代
の
み
個
人
負
担

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉

　

係
（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
3
）

●
無
料
登
記
法
律
相
談

　

4
月
1
日
は
「
表
示
登
記
の
日
」

で
す
。
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と

県
司
法
書
士
会
で
は
、
こ
の
日
に

ち
な
ん
で
、
無
料
登
記
法
律
相
談

所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
時
4
月
1
日
⑧
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

会
場
大
野
公
民
館

相
談
内
容
土
地
や
建
物
の
表
示

　

分
筆
測
量
・
売
買
・
相
続
な
ど
の

　

登
記
、
商
業
法
人
登
記
な
ど

●
講
演
会
「
耳
か
ら
目
か
ら

　

た
の
し
む
読
書
の
世
界

　

図
書
館
で
は
、
大
野
市
堂
嶋
出

身
で
現
在
、
大
阪
や
京
都
で
、
「
お

話
し
の
語
り
手
養
成
講
座
」
の
講

師
を
務
め
、
す
で
に
数
百
人
の
。
お

話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
″
を
育
て
て

い
る
禅
定
正
世
さ
ん
を
招
い
て
、

講
演
会
を
開
き
ま
す
。
禅
定
さ
ん

は
、
子
供
の
た
め
に
良
い
読
書
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ら
れ

る
方
で
、
児
童
文
学
作
家
と
の
親

交
も
あ
り
、
自
ら
も
「
語
っ
て
よ

子
守
歌
の
よ
う
に
」
（
エ
ル
ビ
ス

社
発
行
）
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

日
時
3
月
2
4
日
⑧
午
後
2
時
～

　

4
時

会
場
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

演
題
「
耳
か
ら
目
か
ら
た
の
し

む
読
書
の
世
界
」

対
象
ど
な
た
で
も
。
特
に
子
育

　

て
中
の
父
母
、
小
学
生
ま
で
の

　

子
供
が
い
る
家
庭
の
家
族
。

●
子
供
に
関
す
る
悩
み
ご
と

　

相
談
に
の
り
ま
す

　

子
供
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
お
応
え
す
る
「
家
庭
児
童

相
談
室
」
が
。
市
福
祉
事
務
所
内

に
設
け
て
あ
り
ま
す
。
子
供
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
専
任
の
相
談
員
が
承
り
ま

す
。
気
軽
に
相
談
室
（
市
福
祉
事

務
所
内
酋
6
6
・
―
―
―
―
内
線
4

7
7
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
相

談
例
…
①
性
格
・
生
活
習
慣
②
知

能
・
言
語
③
学
校
で
の
人
間
関
係

④
不
登
校
⑤
非
行
⑥
家
族
関
係
⑦

環
境
・
福
祉
・
養
護
⑧
心
身
障
害

な
ど
。

●
「
大
徹
関
」
の
講
演
会

　

整
理
券
劈
‐
日
か
ら

　

大
野
公
民
館
で
は
、
元
小
結
・

大
徹
関
の
湊
川
親
方
を
招
い
て
講

演
会
を
開
き
ま
す
。
入
場
整
理
券

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

日
時
3
月
2
5
日
⑥
午
後
7
時
3
0

　

分
～
8
時
5
0
分

会
場
大
野
有
終
会
館
3
階
大
会

　

議
室

演
題
「
私
の
相
撲
人
生
」

入
場
整
理
券
3
月
1
1
日
⑧
午
前

　

8
時
3
0
分
か
ら
大
野
公
民
館
で

　

配
布

・
和
裁
教
室
の

　

参
加
者
募
集

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
和
裁
教
室
を
開
き
ま
す
。

初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
4
月
～
9
月
の
毎
週
金
曜

　

日
・
午
後
1
時
～
4
時
（
6
ヵ

　

月
間
・
2
5
回
程
度
）

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
（
中
挾
1
1
1
6
0
1
豊

　

6
5
・
6
8
4
0
・
農
協
会
館
前
）

定
員
先
着
1
5
人

締
切
3
月
3
0
日
①

受
講
料
月
―
、
0
0
0
円

●
パ
ー
ト
看
護
婦
募
集

　

市
の
休
日
急
患
診
療
所
で
は
、

パ
ー
ト
勤
務
の
看
護
婦
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
履

歴
書
持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
看
護
婦
ま
た
は
准
看

　

護
婦
の
資
格
を
持
つ
4
5
歳
以
下

　

の
人

勤
務
日
時
毎
月
日
曜
日
・
祝
日

　

の
う
ち
2
日
程
度
、
午
前
8
時

　

3
0
分
～
午
後
5
時

賃
金
1
日
6
、
2
0
0
円

募
集
人
員
2
人

締
切
3
月
1
5
日
面
午
前
1
0
時

問
合
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（
篠
座
－
1
7
－
6
－
I
容
6
5
・

　

7
3
3
3
）

交通
安全

４
r

事
故
の
ほ
と
ん
ど
は

ち
ょ
つ
と
し
た
不
注
意

　

平
成
二
年
中
に
県
内
で
起
き
た

交
通
事
故
を
、
原
因
別
に
見
ま
す

と
①
前
方
不
注
意
②
安
全
不
確
認

の
順
で
す
。
時
間
帯
別
で
は
、
夕

方
5
時
～
6
時
②
6
時
～
7
時
③

朝
8
時
～
9
時
、
場
所
別
で
は
、

①
普
通
規
模
の
交
差
点
②
交
差
点

の
付
近
③
小
さ
い
交
差
点
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
統
計
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

①
原
因
は
悪
質
な
違
反
で
な
く
、

前
方
・
安
全
・
動
静
不
注
意
と
い
っ

た
ち
ょ
っ
と
し
た
見
落
し
に
よ
る

も
の
が
多
い
こ
と
②
時
間
帯
で
は

帰
宅
時
間
に
多
い
こ
と
か
ら
、
家

へ
急
ぐ
気
持
ち
や
買
い
物
の
こ
と
が

頭
の
中
に
あ
り
、
仕
事
を
離
れ
て

気
が
緩
ん
で
い
る
こ
と
③
場
所
は

気
を
張
る
大
き
な
交
差
点
で
は
な

く
、
ご
く
普
通
の
交
差
点
で
あ
る

こ
と
で
す
。
こ
の
三
つ
に
共
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
、
「
ほ
ん
の
少
し

注
意
力
が
欠
け
て
い
た
一
瞬
」
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
陽
気
も
よ
く
な
り
、

子
供
の
戸
外
で
の
遊
び
も
増
え
ま

す
。
「
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
」
が

な
い
よ
う
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
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●
自
動
車
の
名
義
変
更

　

廃
車
・
車
検
は
早
目
に

　

3
月
は
自
動
車
の
登
録
申
請
や

車
検
が
集
中
し
ま
す
。
次
に
該
当

す
る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　

①
自
動
車
を
買
っ
た
り
、
譲
っ

た
り
し
て
、
ま
だ
名
義
を
変
更
し

て
い
な
い
人

　

②
廃
車
し
た
が
、
ま
っ
消
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人

　

③
3
月
中
に
車
検
の
有
効
期
間

が
切
れ
る
車
を
持
つ
人
（
継
続
車

検
は
、
1
ヵ
月
前
か
ら
受
け
付
け
）

申
請
先
中
部
運
輸
局
福
井
陸
運

　

支
局
（
暑
m
福
井
市
西
谷
―
－

　

1
4
0
2
豊
0
7
7
6
・
3
4
・

　

1
6
0
0
）

●
軽
自
動
車
な
ど
の

　

登
録
変
更
は
3
月
中
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
農
耕
車
の
廃
車
や
名

義
変
更
は
、
3
月
中
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
・
一
一
一
に
を
超
え
る
バ
イ
ク

　
　

手
続
き
は
県
軽
自
動
車
協
会
、

　

県
二
輪
車
協
会
で
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
車
両
を
買
っ
た
販
売

　

店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一
一
一
に
以
下
の
バ
イ
ク
。
小
型
特
殊

自
動
車
・
農
耕
車
廃
車
の
場
合

　

は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

　

鑑
を
持
っ
て
市
役
所
税
務
課
収

　

税
係
へ
。
名
義
変
更
の
場
合
は

　

譲
渡
証
明
書
（
用
紙
は
収
税
係

　

に
あ
り
ま
す
）
と
自
賠
責
保
険

　

証
も
必
要
で
す
。

転
入
・
転
出
に
伴
う
届
出
軽
自

　

動
車
な
ど
の
所
有
者
が
市
内
に

　

転
入
し
た
り
市
外
へ
転
出
す
る

　

と
き
も
、
名
義
変
更
や
住
所
変

　

更
か
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
市
役
所
税
務
課
収
税
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2
1
）

●
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
県
知
事
選
挙
説
明
会

日
時
3
月
1
日
図
午
後
2
時
～

会
場
県
庁
6
階
大
会
議
室

対
象
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関

　

係
者

・
県
議
会
議
員
選
挙
説
明
会

日
時
3
月
8
日
面
午
後
1
時
3
0
分

会
場
大
野
有
終
会
館
3
階
会
議
室

対
象
同
（
大
野
市
大
野
郡
選
挙
区

　

と
勝
山
市
選
挙
区
内
の
み
）

●
赤
十
字
蘇
生
法
と

　

家
庭
看
護
法
講
習
会

　

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
で
は
、

蘇
生
法
と
基
礎
家
庭
看
護
法
講
習

会
を
開
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
会

場
は
日
赤
県
支
部
で
、
受
講
料
は

無
料
で
す
が
教
材
費
1
0
0
0
円

か
必
要
で
す
。
全
時
間
出
席
者
に

は
終
了
証
が
、
蘇
生
法
試
験
の
合

格
者
に
は
、
合
格
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

▼
蘇
生
法
講
習
会

日
時
3
月
7
日
④
・
8
日
面
両

　

日
と
も
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

　

3
0
分

内
容
人
口
呼
吸
・
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

対
象
満
1
6
歳
以
上
の
人
・
2
0
人

携
行
品
筆
記
用
具
・
弁
当
・
ト

　

レ
パ
ン

▼
基
礎
家
庭
看
護
法
講
習
会

日
時
3
月
1
3
日
⑥
～
1
5
日
面
3

　

日
間
と
も
午
前
1
0
時
～
午
後
4

　

時
3
0
分

内
容
健
康
な
生
活
と
病
人
の
看

　

護
の
仕
方

対
象
満
1
6
歳
以
上
の
人
●
2
0
人

携
行
品
筆
記
用
具
。
弁
当
・
ト

　

レ
パ
ン
ー
エ
プ
ロ
ン
い
タ
オ
ル

申
込
先
日
赤
県
支
部
（
容
0
7

　

7
C
O
・
3
6
・
Q
り
r
n
）
4
0
）

●
裁
判
所
で
も
困
り
ご
と

　

相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

大
野
調
停
協
会
（
大
野
簡
易
裁

判
所
内
豊
6
6
・
2
1
2
0
）
で
は
、

金
銭
問
題
、
土
地
建
物
、
交
通
事

故
、
相
続
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

直
接
裁
判
と
は
関
係
な
い
こ
と
も

法
律
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
調
停
委
員

や
裁
判
所
の
職
員
が
応
待
し
ま
す
。

相
談
時
間
は
、
平
日
な
ら
午
前
9

時
～
午
後
4
時
3
0
分
、
第
2
・
第

4
を
除
く
土
曜
日
は
正
午
ま
で
で

す
。
無
料
。

四回9金

S乱邑乱

●
保
険
料
6
0
0
円
引
上
げ

　

4
月
か
ら
9
0
0
0
円
に

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
4
月

か
ら
月
額
9
、
0
0
0
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
平
成
2
年
度
か
ら
6

年
度
ま
で
、
毎
年
4
0
0
円
ず
つ

引
き
上
げ
ら
れ
る
分
と
今
回
の
物

価
ス
ラ
イ
ド
分
2
0
0
円
、
計
6

0
0
円
か
4
月
か
ら
引
き
上
げ
ら

る
た
め
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
付
加
年
金
（
月

額
保
険
料
4
0
0
円
）
の
加
入
者

の
保
険
料
は
、
9
、
4
0
0
円
に
な

り
ま
す
。

●
4
月
か
ら
国
民
年
金
に
も

　

上
乗
せ
制
度
を
創
設

　

国
民
年
金
に
、
4
月
か
ら
、
も

う
一
つ
新
し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
れ
は
「
国
民
年
金
基

金
」
で
す
。

　

現
在
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
に
は
、
基
礎
年
金
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
者
に
は
、
原

則
と
し
て
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す

る
形
で
、
報
酬
比
例
の
年
金
が
あ

り
ま
す
。

　

新
し
い
制
度
は
、
国
民
年
金
に

も
上
乗
せ
年
金
を
創
設
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
2
月
中
旬
に
全

世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
「
ね
ん
き

ん
福
＃
2
月
号
」
を
も
う
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。
上
乗
せ
年
金
に
は

終
身
年
金
と
確
定
年
金
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
3
つ
の
型
が
あ
っ
て

希
望
に
よ
っ
て
選
ぺ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
保
険
料
は
課
税
所
得
か
ら

　

控
除
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
本
人

の
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
分
も

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
の
際
。

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
納

め
た
額
を
申
告
す
れ
ば
、
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
平
成
2
年
分

の
年
額
保
険
料
は
9
万
9
、
6
0
0

円
、
付
加
年
金
加
入
者
は
、
1
0
万

4
、
4
0
0
円
で
す
o

●
納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

　

3
月
は
納
付
点
検
月
で
す

　

平
成
2
年
度
分
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
完
納
さ
れ
ま
し
た
か
。

何
力
月
分
も
納
め
な
い
で
い
る
と

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
給
資

格
が
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
3
月
は
、
年
金
保
険
料
の

納
付
点
検
月
で
す
。
納
め
忘
れ
が

な
い
か
、
お
確
め
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
先
・
市
役
所
市
民
課
年
金
係

（
豊
6
6
・
・
‐
1
1
・
－
内
線
4
5
6
）



’
）
0
V
＊
＊
散歩

廠i

小
山
小
学
校

　

小
山
小
学
校
（
中
山
茂
樹
校
長
、
児
童
数

百
四
十
二
人
）
は
、
文
部
省
か
ら
平
成
二
・

三
年
度
勤
労
生
産
学
習
研
究
校
と
し
て
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
同
校
の
校
訓
は
「
愛
汗
喜

働
」
で
あ
り
、
昨
年
は
二
十
種
類
以
上
の
野

菜
や
花
の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
三
月
に
は
、
鳥
取
大
学
遠
山
正
瑛
名

誉
教
授
が
提
唱
し
て
い
る
、
砂
漠
化
の
進
む

地
球
に
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
植
え
、
緑
を
よ
み

が
え
ら
せ
よ
う
と
い
う
「
世
界
平
和
の
森
構

想
」
に
賛
同
し
、
全
国
で
初
め
て
学
校
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校
で
の
活
動

が
、
小
山
地
区
全
体
の
共
感
を
呼
び
、
子
供

た
ち
の
植
え
た
数
千
本
の
苗
が
、
八
月
の
小

山
祭
り
に
全
家
庭
に
引
き
取
ら
れ
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
二
・
三
年
後
に
は
、
中
国
や
ア

フ
リ
カ
な
ど
に
送
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

農
作
物
の
生
産
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
の

尊
さ
や
収
穫
の
喜
び
を
、
自
分
た
ち
だ
け
の

も
の
と
し
な
い
で
、
近
く
の
福
祉
施
設
「
む

つ
み
園
」
や
「
大
野
荘
」
の
人
た
ち
と
も
分

ち
合
い
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
は
、
語
れ
な
い
作
物
の

願
い
に
応
え
よ
う
と
、
「
作
物
と
の
対
話
」

を
大
切
に
し
て
作
物
を
育
て
て
い
ま
す
。
そ

の
作
物
と
の
対
話
が
、
作
物
と
作
物
か
ら
、

作
物
と
土
、
雨
、
日
光
へ
と
広
が
り
、
さ
ら

に
は
、
自
然
を
見
る
目
も
豊
か
に
し
て
い
ま

す
。

　

二
十
一
世
紀
に
生
き
る
子
供
た
ち
が
、
伝

統
の
愛
汗
喜
働
の
精
神
の
も
と
に
、
思
い
や

り
と
感
謝
の
心
を
も
ち
、
進
取
の
気
象
や
力

い
っ
ぱ
い
や
り
ぬ
く
気
持
を
も
と
う
と
し
て

い
る
姿
や
毎
日
の
学
校
生
活
の
中
で
着
実
に

実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
（
T
）

遠山鳥取大名誉教授と話し合う児童たち

市民のうごき

2月1日現在 前月比

世帯数 11，291世帯 一1世帯

42，278人 －16人

入目 男 20，240人 －12入

女 22，038人 －4人

12月中の異動
転入 29人 出生 26入

転出 39人 死亡 32人

市内の交通事故状況（年頭ヵヽ尚計）

件数内訳 ｀ド成3年　
1Jj末

ヽド成2年　
1月末

増減

総件数 42件 28件 十14件

人
身

牡
故

件数 9件 8件 十1件

死者 O人 O人 土O人

傷者 10人 10人 士O人

物損’11故 33件 20件 十13件

表
紙
の
こ
と
ぱ

　

待
望
の
総
合
体
育
施
設
が

完
成
し
、
4
月
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
若
者
の
定
住
化

を
図
る
た
め
に
も
、
是
非
ほ

し
か
っ
た
施
設
で
す
。
使
用

料
や
休
館
日
な
ど
が
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
三
月

議
会
へ
提
案
す
る
計
画
で
す
。

四
月
号
で
は
そ
れ
ら
も
お
伝

え
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

激
戦
す
ん
で
、
二
十
四
人

の
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

最
高
十
期
目
の
大
御
所
か
ら

今
回
が
初
陣
の
若
武
者
ま
で

経
歴
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
。

そ
れ
ぞ
れ
初
心
に
返
っ
て
議

会
活
動
に
臨
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
初
仕
事
は
、
新
年

度
予
算
を
審
議
す
る
三
月
議

＜
l
f
論
戦
が
待
た
れ
ま
す
（
平
）

庫1瞑！ie

「
ヒ
デ
と
ロ
ザ
ン
ナ
」

の
コ
ン
ビ
で
数
々
の
ヒ

ッ
ト
曲
を
歌
い
、
昨
年

ガ
ン
で
ヒ
デ
さ
ん
を
亡

く
し
た
ロ
ザ
ン
ナ
・
加

藤
さ
ん
が
、
去
る
二
月

静
岡
市
で
行
わ
れ
た
「
家
庭
と
子
育
て
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
で
講
演
し
、
出
会
い
と

い
う
奇
跡
－
日
本
と
夫
と
子
ど
も
た
ち
と
I
を

テ
ー
マ
に
し
た
体
験
を
語
っ
た
。
そ
の
概
要
を

最
近
読
む
こ
と
が
で
き
、
共
感
す
る
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
▼
子
供
は
小
さ
な
大
人
で
は
な

い
。
分
身
で
も
な
く
別
の
人
間
。
一
人
ひ
と
り

違
う
の
だ
か
ら
、
無
理
し
て
み
ん
な
に
合
わ
せ

る
こ
と
は
な
い
。
育
児
に
自
信
の
な
い
親
が
、

そ
の
責
任
を
学
校
に
押
し
つ
け
た
り
、
実
力
や

適
性
も
考
え
ず
に
受
験
教
育
に
追
い
や
っ
て
い

る
。
追
い
や
ら
れ
た
子
ど
も
こ
そ
迷
惑
で
、
と

ど
の
つ
ま
り
親
子
の
断
絶
と
な
り
、
い
じ
め
と

な
り
、
果
て
は
、
他
人
や
親
ま
で
も
殺
す
と
い

う
悲
劇
に
走
っ
て
し
ま
う
。
今
、
子
供
を
ダ
メ

に
し
て
い
る
の
は
親
自
身
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

I
と
▼
折
り
し
も
、
大
野
市
家
庭
教
育
推
進
委

員
会
で
は
、
大
切
な
子
供
た
ち
が
誤
っ
た
選
択

を
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
将
来
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
、
人
間
ら
し
く
豊
か
な
感
性
を
も
っ
て

成
長
す
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
、
子
育

て
の
原
点
を
見
つ
め
直
す
討
議
を
重
ね
て
き
て

お
り
、
今
回
そ
の
内
容
を
ま
と
め
あ
げ
た
▼
乳

幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
子
育
て
に
つ
い
て

の
配
慮
が
示
さ
れ
、
子
育
て
真
最
中
の
両
親
が

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
話
し
合
い
さ
れ

る
時
の
「
手
が
か
り
」
「
話
題
提
供
」
と
し
て

役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
冊
子
の
活
用
と
広

が
り
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
み
た
い
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
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容
6
6
●
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1
1
）
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